
令和７年度                第６学年 音楽科 年間指導計画／題材の評価規準                    

 【第５学年及び第６学年 目標】                                       
(1) 曲想と音楽の構造などとの関わりについて理解するとともに、表したい音楽表現をするため

に必要な歌唱、器楽、音楽づくりの技能を身に付けるようにする。 
(2) 音楽表現を考えて表現に対する思いや意図をもつことや、曲や演奏のよさなどを見いだしな

がら音楽を味わって聴くことができるようにする。 
(3) 主体的に音楽に関わり、協働して音楽活動をする楽しさを味わいながら、様々な音楽に親し

むとともに、音楽経験を生かして生活を明るく潤いのあるものにしようとする態度を養う。 

 
学習指導要領との関連 

 
 

 
 
 
 
 
 

Ａ 

表 現 

Ｂ 

鑑 賞 

   〔共通事項〕 
ア★音楽を特徴付けている要素 
☆音楽の仕組み 

イ音符、休符、記号や用語 

学

期 

◎題材名（時数）  
主な教材 ○歌唱 ●器楽  
□音楽づくり♪鑑賞 （共）

共通教材 

            題材の目標  
 (1) 知識及び技能の習得   

(2) 思考力・判断力・表現力等の育成 
 (3) 学びに向かう力、人間性等の涵養 

(1) 

歌 唱 

(2) 

器 楽 

(3) 
音楽 
づくり 

  題材の評価規準 ◆視点３に 

関わる事項 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組

む態度 

 
 
 
１ 
 
学 
 
期 
 
 
16 

◎歌声をひびかせて 
心をつなげよう（８） 
 

○ペガサス 
○おぼろ月夜（共） 

(1)曲想と音色や旋律などの音楽の構造や歌詞の内容との関わりについ

て理解するとともに、思いや意図に合った表現をするために必要な、

歌唱の技能を身に付ける。 
(2)音色、速度、旋律、強弱、フレーズを聴き取り、それらの働きが生

み出すよさや面白さ、美しさを感じ取りながら、聴き取ったことと

感じ取ったこととの関わりについて考え、曲の特徴にふさわしい表
現を工夫し、どのように歌うかについて思いや意図をもつ。 

(3)曲想や歌詞に込められた気持ちを味わって、歌声に気を付けながら

表現を工夫する学習に興味・関心をもち、音楽活動を楽しみながら

主体的・協働的に歌唱の学習活動に取り組み、友達と声を合わせて

歌うことを楽しむ態度を養う。 

ア 

イ 

ウ(ｱ) 

 (ｲ) 

 (ｳ) 

   ア★音色、速度、旋律 

  強弱、フレーズ 

イ 速度記号 

①曲想と音色や旋律などの音楽の構造や歌詞の内容の

関わりについて理解している。(知：歌) 

②思いや意図に合った表現をするために必要な、呼吸

及び発音の仕方に気を付けて、自然で無理のない、

響きのある歌い方で歌う技能や、各声部の歌声や全

体の響き、伴奏を聴いて、声を合わせて歌う技能を

身に付けて歌っている。（技：歌） 

③思いや意図に合った表現をするために必要な、範唱

を聴いたり、ハ長調の楽譜を見たりして歌う技能を

身に付けて歌っている。（技：歌） 

①音色、速度、旋律を聴き取り、それらの働きが生み

出すよさや面白さ、美しさを感じ取りながら、聴き

取ったことと感じ取ったこととの関わりについて

考え、曲の特徴にふさわしい表現を工夫し、どのよ

うに歌うかについて思いや意図をもっている。（歌） 

②音色、旋律、強弱、フレーズを聴き取り、それらの

働きが生み出すよさや面白さ、美しさを感じ取りな

がら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わり

について考え、曲の特徴にふさわしい表現を工夫

し、どのように歌うかについて思いや意図をもって

いる。（歌） 

①曲想や歌詞に込められた気持

ちを味わって、歌声に気を付

けながら表現を工夫する学習

に興味・関心をもち、音楽活動

を楽しみながら主体的・協働

的に歌唱の学習活動に取り組

もうとしている。（歌） 

◆国語科「詩の日～

春と夏を詩で表

現しよう～」 

・春と夏の詩をつ

くって、集会で発

表し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆国語科「詩の日～

秋を詩で表現し

よう～」 

・秋の詩をつくっ

て、集会で発表し

合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎いろいろな音のひびきを
味わおう（８） 

 
♪木星 
●ラバーズ コンチェルト 
□ボイスアンサンブル 

(1)曲想及びその変化と、音色などの音楽の構造との関わり、多様な楽器の音

色や響きと演奏の仕方との関わり、いろいろな音の響きやそれらの組合せ
の特徴や、音のつなげ方や重ね方の特徴について、それらが生み出すよさ

や面白さなどと関わらせて理解するとともに、思いや意図に合った表現を

するために必要な、器楽の技能や、音楽の縦と横との関係などの音楽の仕
組みを用いて、音楽をつくる技能を身に付ける。 

(2)音色、リズム、旋律、音の重なりなどを聴き取り、それらの働きが生み出

すよさや面白さ、美しさを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取った
こととの関わりについて考え、曲の特徴にふさわしい表現を工夫し、どの

ように演奏するかについて、音を音楽へと構成することを通して、どのよ

うに全体のまとまりを意識した音楽をつくるかについて思いや意図をもっ
たり、曲や演奏のよさなどを見いだしながら曲全体を味わって聴いたりす

る。 

(3)いろいろな音色が重なって生まれる響きを味わいながら聴いたり表現した

りする学習に興味・関心をもち、音楽活動を楽しみながら主体的・協働的

に器楽や音楽づくり、鑑賞の学習活動に取り組み、様々 な楽器の音色やオ

ーケストラの響き、声の響きに親しむ。 

 ア 

イ(ｱ) 

 (ｲ) 

ウ(ｲ) 

 (ｳ) 

ア(ｱ) 

(ｲ) 

イ(ｱ) 

 (ｲ) 

ウ(ｱ) 

(ｲ) 

ア 

イ 

 

ア★音色、リズム、旋律 

  音の重なり 

 ☆反復、変化、 

  音楽の縦と横との

関係 

①曲想及びその変化と、音色などの音楽の構造との関わり

について理解している。（知：鑑） 

②曲想と音色などの音楽の構造との関わりや、多様な楽器

の音色や響きと演奏の仕方との関わりについて理解して

いる。（知：器） 

③思いや意図に合った表現をするために必要な、音色や響

きに気を付けて、旋律楽器及び打楽器を演奏する技能や

各声部の楽器の音や全体の響き、伴奏を聴いて音を合わ

せて演奏する技能を身に付けて演奏している。 

（技：器） 

④いろいろな音の響きやそれらの組合せの特徴や、音のつ

なげ方や重ね方の特徴について、それらが生み出すよさ

や面白さなどと関わらせて理解している。（知：づ） 

⑤思いや意図に合った表現をするために必要な、音楽の縦

と横との関係などの音楽の仕組みを用いて、音楽をつく

る技能を身に付けて音楽をつくっている。（技：づ） 

①音色、旋律、反復、変化を聴き取り、それらの働きが生

み出すよさや面白さ、美しさを感じ取りながら聴き取っ

たことと感じ取ったこととの関わりについて考え、曲や

演奏のよさなどを見いだし、曲全体を味わって聴いてい

る。（鑑） 

②音色、リズム、旋律、音の重なりを聴き取り、それらの

働きが生み出すよさや面白さ、美しさを感じ取りながら

、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて

考え、曲の特徴にふさわしい表現を工夫し、どのように

演奏するかについて思いや意図をもっている。（器） 

③音色、リズム、音の重なり、音楽の縦と横との関係を聴

き取り、それらの働きが生み出すよさや面白さ、美しさ

を感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったことと

の関わりについて考え、音を音楽へと構成することを通

して、どのように全体のまとまりを意識した音楽をつく

るかについて思いや意図をもっている。（づ） 

①いろいろな音色が重なって生

まれる響きを味わいながら聴

いたり表現したりする学習に

興味・関心をもち、音楽活動

を楽しみながら主体的・協働

的に器楽や音楽づくり、鑑賞

の学習活動に取り組もうとし

ている。（器・づ・鑑） 

 
２ 
 
学 
 
期 
 
  
20 

◎和音のひびきや音の重な
りを感じ取ろう（８） 

 
○星の世界 
●雨のうた 
□『雨のうた』の和音で旋
律づくり 

(1)曲想と和音の響きなどの音楽の構造との関わり、音やフレーズのつなげ方や

重ね方の特徴について、それらが生み出すよさや面白さなどと関わらせて理

解するとともに、思いや意図に合った表現をするために必要な、呼吸及び発

音の仕方に気を付けて、自然で無理のない、響きのある歌い方で歌う技能

や、音色や響きに気を付けて、旋律楽器を演奏する技能、各声部の歌声や楽

器の音、全体の響き、伴奏を聴いて、声や音を合わせて表現する技能、音楽

の縦と横との関係などの音楽の仕組みを用いて、音楽をつくる技能を身に付

ける。 

(2)旋律、音の重なり、和音の響きなどを聴き取り、それらの働きが生み出すよ

さや面白さ、美しさを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったことと

の関わりについて考え、曲の特徴にふさわしい表現を工夫し、どのように表

現するかについて、音を音楽へと構成することを通して、どのように全体の

まとまりを意識した音楽をつくるかについて思いや意図をもつ。 

(3)和音の響きの移り変わりや音の重なりを感じ取って歌ったり演奏したり、旋

律をつくったりする学習に興味・関心をもち、音楽活動を楽しみながら主体

的・協働的に歌唱や器楽、音楽づくりの学習活動に取り組み、様々 な音楽に

みられる和音の響きや音の重なりに親しむ。 

ア 

イ 

ウ(ｲ) 

 (ｳ) 

ア 

イ(ｱ) 

ウ(ｲ) 

 (ｳ) 

ア(ｲ) 

イ(ｲ) 

ウ(ｲ) 

 ア★旋律、音の重なり 

  和音の響き、調 

 ☆音楽の縦と横との

関係 

①曲想と和音の響きなどの音楽の構造や歌詞の内容との関わり

について理解している。（知：歌） 

②思いや意図に合った表現をするために必要な、呼吸及び発音の

仕方に気を付けて、自然で無理のない、響きのある歌い方で歌

う技能や、各声部の歌声や全体の響き、伴奏を聴いて、声を合

わせて歌う技能を身に付けて歌っている。（技：歌） 

③曲想と和音の響きなどの音楽の構造との関わりについて理解

している。（知：器） 

④思いや意図に合った表現をするために必要な、音色や響きに気

を付けて、旋律楽器を演奏する技能や、各声部の楽器の音や全

体の響き、伴奏を聴いて、音を合わせて演奏する技能を身に付

けて演奏している。（技：器） 

⑤音やフレーズのつなげ方や重ね方の特徴について、それらが生

み出すよさや面白さなどと関わらせて理解している。 

（知：づ） 

⑥思いや意図に合った表現をするために必要な、音楽の縦と横と

の関係などの音楽の仕組みを用いて、音楽をつくる技能を身に

付けて音楽をつくっている。（技：づ） 

①旋律、音の重なり、和音の響きを聴き取り、それらの働

きが生み出すよさや面白さ、美しさを感じ取りながら、

聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて

考え、曲の特徴にふさわしい表現を工夫し、どのように

歌うかについて思いや意図をもっている。（歌） 

②音の重なり、和音の響き、調、音楽の縦と横との関係を

聴き取り、それらの働きが生み出すよさや面白さ、美し

さを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこと

との関わりについて考え、曲の特徴にふさわしい表現を

工夫し、どのように演奏するかについて思いや意図をも

っている。（器） 

③旋律、和音の響き、音楽の縦と横との関係を聴き取り、

それらの働きが生み出すよさや面白さ、美しさを感じ取

りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わり

について考え、音を音楽へと構成することを通して、ど

のように全体のまとまりを意識した音楽をつくるかに

ついて思いや意図をもっている。（づ） 

①和音の響きの移り変わりや音

の重なりを感じ取って歌った

り演奏したり、旋律をつくっ

たりする学習に興味・関心を

もち、音楽活動を楽しみなが

ら主体的・協働的に歌唱や器

楽、音楽づくりの学習活動に

取り組もうとしている。（歌

・器・づ） 

主な学習内容 

・ 

 

東京都小学校音楽教育研究会 山の手Ｂゾーン大会 

公開授業 第６学年「わたしたちの『このみち』を表現しよう」 

中央区立京橋築地小学校 主任教諭 上出 奈央 

・主な旋律と二つの副次的な旋律の歌声が重なり合う和音の

響きを感じ取りながら、『星の世界』を三部合唱をする。 

・短調と長調の和音の響きの違いや旋律の重なり方の違いに

気を付けて、全体の響きの移り変わりを味わいながら『雨の

うた』を演奏する。 

・イ短調のⅠとⅤの和音に含まれる音の中から音を選び、４小

節の旋律をつくって、二人でつなげたり重ねたりしながら、

17小節の音楽をつくる。 

・『ペガサス』の歌詞の表す内容や旋律の音の動き、速

度などに着目しながら、自分や友達の声のよさに気

付き、曲想にふさわしい歌い方を工夫して二部合唱

する。 

・『ペガサス』での学習を生かし、旋律や強弱の変化、

歌詞の表す情景が曲想のどのような効果を与えてい

るか考え、歌唱表現を工夫して『おぼろ月夜』の二部

合唱をする。 

・様々な楽器の音色が重なり合うオーケストラの響きを味わい

ながら『木星』を聴く。 

・パートの役割や楽器の音色の特徴を生かして『ラバーズ コ

ンチェルト』を合奏する。 

・声の響きが重なる面白さを生かして、ボイスアンサンブルを

つくる。 



 

◎曲想の変化を楽しもう 

         （４） 
 

○思い出のメロディー 

♪ハンガリー舞曲 第５番 

(1)曲想及びその変化と、強弱などの音楽の構造や歌詞の内容との関わりについて

理解するとともに、思いや意図に合った表現をするために必要な、呼吸及び発音

の仕方に気を付けて、自然で無理のない、響きのある歌い方で歌う技能や、各声

部の歌声や全体の響き、伴奏を聴いて、声を合わせて歌う技能を身に付ける。 

(2)リズム、速度、旋律、強弱、反復、変化などを聴き取り、それらの働きが生み出

すよさや面白さ、美しさを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったことと

の関わりについて考え、曲の特徴にふさわしい表現を工夫し、どのように歌うか

について思いや意図をもったり、曲や演奏のよさなどを見いだしながら曲全体

を味わって聴いたりする。 

(3)曲想の移り変わりを味わいながら、歌ったり聴いたりする学習に興味・関心をも

ち、音楽活動を楽しみながら主体的・協働的に歌唱や鑑賞の学習活動に取り組

み、様々 な音楽にみられる曲想の変化を味わう。 

ア 

イ 

ウ(ｲ) 

 (ｳ) 

  ア 

イ 

ア★リズム、速度、旋律 

  強弱、調、調 

  フレーズ 

 ☆反復、変化 

①曲想と強弱などの音楽の構造や歌詞の内容との関わ

りについて理解している。(知：歌) 

②思いや意図に合った表現をするために必要な、呼吸及

び発音の仕方に気を付けて、自然で無理のない、響き

のある歌い方で歌う技能や、各声部の歌声や全体の響

き、伴奏を聴いて、声を合わせて歌う技能を身に付け

て歌っている。（技：歌） 

③ ③曲想及びその変化と、強弱などの音楽の構造との関わ

 りについて理解している。(知：鑑) 

①リズム、旋律、強弱、フレーズを聴き取り、それら

の働きが生み出すよさや面白さ、美しさを感じ取り

ながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わ

りについて考え、曲の特徴にふさわしい表現を工夫

し、どのように歌うかについて思いや意図をもって

いる。（歌） 

②速度、強弱、調、反復、変化を聴き取り、それらの

働きが生み出すよさや面白さ、美しさを感じ取りな

がら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わり

について考え、曲や演奏のよさなどを見いだし、曲

全体を味わって聴いている。（鑑） 

①曲想の移り変わりを味わいな

がら、歌ったり聴いたりする

学習に興味・関心をもち、音楽

活動を楽しみながら主体的・

協働的に歌唱や鑑賞の学習活

動に取り組もうとしている。 

（歌・鑑） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆キャリア教育「作

曲者と交流し、将

来に夢や希望を

もつ」 

・作曲者と交流し

思いや意図を知

ることを通して、

自己の将来につ

いて希望や夢を

もつ。 

 

◆国語科「詩の日～

詩で冬を表現し

よう～」 

・冬の詩をつくっ

て、集会で発表し

合う。 

◆キャリア教育「中

学校進学に向け

て希望をもつ」 

・金子みす 「ゞこの

みち」、自作の詩 

「このみち」を

通して、中学校

進学に向けた意

識を深める。 

 

◆特別活動「卒業を

前に、小学校生活

を振り返り、感謝

を伝えよう」 

・謝恩会や６年生

を送る会で在校

生や先生方、保護

者、お世話になっ

た人に感謝を伝

える。 

◎詩と音楽との関わりを 
味わおう（５） 

 

♪花 

♪箱根八里 

♪荒城の月 

〇ふるさと(共) 

〇われは海の子(共) 

(1)曲想及びその変化と、旋律や強弱などの音楽の構造や歌詞の内容と
の関わりについて理解するとともに、思いや意図に合った表現をす

るために必要な、呼吸及び発音の仕方に気を付けて、自然で無理の

ない、響きのある歌い方で歌う技能や、各声部の歌声や全体の響
き、伴奏を聴いて、声を合わせて歌う技能を身に付ける。 

(2)旋律、強弱、音の重なりなどを聴き取り、それらの働きが生み出すよ

さや面白さ、美しさを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取った
こととの関わりについて考え、曲の特徴にふさわしい表現を工夫

し、どのように歌うかについて思いや意図をもったり、曲や演奏の

よさなどを見いだしながら曲全体を味わって聴いたりする。 

(3)歌詞と旋律との関わりが生み出す曲想を感じ取りながら聴いたり歌

ったりする学習に興味・関心をもち、音楽活動を楽しみながら主体

的・協働的に歌唱や鑑賞の学習活動に取り組み、様々な音楽にみら

れる詩と音楽との関わりを味わう。 

ア 

イ 

ウ(ｲ) 

 (ｳ) 

  ア 

イ 

ア★音色、リズム、速度、

旋律、強弱、音の重

なり、フレーズ 

 ☆変化 

①曲想及びその変化と、旋律や強弱などの音楽の構造との関

わりについて理解している。（知：鑑） 

②曲想と旋律や強弱、音の重なりなどの音楽の構造や歌詞の

内容との関わりについて理解している。（知：歌） 

③思いや意図に合った表現をするために必要な、呼吸及び発

音の仕方に気を付けて、自然で無理のない、響きのある歌

い方で歌う技能や、各声部の歌声や全体の響き、伴奏を聴

いて、声を合わせて歌う技能を身に付けて歌っている。 

（技：歌） 

④曲想と旋律、強弱などの音楽の構造や歌詞の内容との関わ

りについて理解している。（知：歌） 

⑤思いや意図に合った表現をするために必要な、呼吸及び発

音の仕方に気を付けて、自然で無理のない、響きのある歌

い方で歌う技能を身に付けて歌っている。（技：歌） 

①音色、リズム、速度、旋律、強弱、音の重なりを聴き取り、

それらの働きが生み出すよさや面白さ、美しさを感じ取りな

がら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて

考え、曲や演奏のよさなどを見いだし、曲全体を味わって聴

いている。（鑑） 

②旋律、強弱、音の重なり、変化を聴き取り、それらの働きが

生み出すよさや面白さ、美しさを感じ取りながら、聴き取っ

たことと感じ取ったこととの関わりについて考え、曲の特徴

にふさわしい表現を工夫し、どのように歌うかについて思い

や意図をもっている。（歌） 

③リズム、旋律、強弱、フレーズを聴き取り、それらの働きが

生み出すよさや面白さ、美しさを感じ取りながら、聴き取っ

たことと感じ取ったこととの関わりについて考え、曲の特徴

にふさわしい表現を工夫し、どのように歌うかについて思い

や意図をもっている。（歌） 

①歌詞と旋律との関わりが生み出

す曲想を感じ取りながら聴いた

り歌ったりする学習に興味・関

心をもち、音楽活動を楽しみな

がら主体的・協働的に歌唱や鑑

賞の学習活動に取り組もうとし

ている。（歌・鑑） 

◎日本や世界の音楽に 
親しもう（３） 

  
〇越天楽今様(共) 
♪雅楽『越天楽』 
♪世界の国々の音楽 

(1)曲想及びその変化と、音色や旋律などの音楽の構造や歌詞の内容との関わ

りについて理解するとともに、思いや意図に合った表現をするために必要

な、範唱を聴いて歌う技能や、呼吸及び発音の仕方に気を付けて、自然で
無理のない、響きのある歌い方で歌う技能を身に付ける。 

(2)音色、リズム、旋律、音の重なりを聴き取り、それらの働きが生み出すよ

さや面白さ、美しさを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこと
との関わりについて考え、日本に古くから伝わる歌の特徴にふさわしい表

現を工夫し、どのように歌うかについて思いや意図をもったり、日本や世

界の音楽や演奏のよさなどを見いだしながら曲全体を味わって聴いたりす
る。 

(3)日本や世界の音楽の特徴を感じ取りながら歌ったり聴いたりする学習に興

味・関心をもち、音楽活動を楽しみながら主体的・協働的に歌唱や鑑賞の
学習活動に取り組み、日本や世界の音楽に親しむ。 

ア 

イ 

ウ(ｱ) 

 (ｲ) 

  ア 

イ 

ア★音色、リズム、旋律 

  音の重なり 

①雅楽『越天楽』の曲想及びその変化と、音色や旋律な

どの音楽の構造との関わりについて理解している。 

（知：鑑） 

②「越天楽今様」の曲想と音色や旋律などの音楽の構造

や歌詞の内容との関わりについて理解するとともに、

思いや意図に合った表現をするために必要な、範唱を

聴いて歌う技能や、呼吸及び発音の仕方に気を付け

て、自然で無理のない、響きのある歌い方で歌う技能

を身に付けて歌っている。（知･技：歌） 

③世界の音楽の曲想及びその変化と、音色や旋律などの

音楽の構造との関わりについて理解している。 

（知：鑑） 

①音色、旋律を聴き取り、それらの働きが生み出すよさや面白

さ、美しさを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取った

こととの関わりについて考え、雅楽や演奏のよさなどを見い

だし、曲全体を味わって聴いている。（鑑） 

②音色、旋律を聴き取り、それらの働きが生み出すよさや面白

さ、美しさを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取った

こととの関わりについて考え、日本に古くから伝わる歌の特

徴にふさわしい表現を工夫し、どのように歌うかについて思

いや意図をもっている。（歌） 

③音色、リズム、旋律、音の重なりを聴き取り、それらの働き

が生み出すよさや面白さ、美しさを感じ取りながら、聴き取

ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、世界の

音楽や演奏のよさなどを見いだし、曲全体を味わって聴いて

いる。（鑑） 

①日本や世界の音楽の特徴を 

歌ったり聴いたりする学習に

興味・関心をもち、音楽活動

を楽しみながら主体的・協働

的に歌唱や鑑賞の学習活動に

取り組もうとしている。（歌

・鑑） 
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大会授業 

◎わたしたちの『このみち』

を表現しよう（６） 

○このみち 

♪この道 

(1)曲想及びその変化と、音色、旋律、強弱などの音楽の構造や歌詞の内容と

の関わりについて理解するとともに、思いや意図に合った表現をするため

に必要な、呼吸及び発音の仕方に気を付けて、自然で無理のない、響きの

ある歌い方で歌う技能や、各声部の歌声や全体の響き、伴奏を聴いて、声

を合わせて歌う技能を身に付ける。 

(2)旋律、反復、変化などを聴き取り、それらの働きが生み出すよさや面白さ

、美しさを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わり

について考え、曲の特徴にふさわしい音色や強弱などの表現を工夫し、ど

のように歌うかについて思いや意図をもったり、曲や演奏のよさを見いだ

しながら曲全体を味わって聴いたりする。 

(3)曲や演奏のよさを見いだし、曲全体を味わって聴いたり、曲の特徴

にふさわしい表現を工夫したりする学習に興味･関心をもち、音楽活

動を楽しみながら主体的・協働的に鑑賞や歌唱の学習活動に取り組

み、日本語の歌曲に親しむ。 

ア 

イ 

ウ(ｲ) 

 (ｳ) 

  ア 

イ 

ア★音色、旋律 

  強弱 

 ☆反復、変化 

①曲想及びその変化と、音色、旋律、強弱などの音楽の

構造や歌詞の内容との関わりについて理解している。

（知：歌・鑑） 

②思いや意図に合った表現をするために必要な、呼吸及

び発音の仕方に気を付けて、自然で無理のない、響き

のある歌い方で歌う技能を身に付けている。 

（技：歌） 

③思いや意図に合った表現をするために必要な、各声部

の歌声や全体の響き、伴奏を聴いて、声を合わせて歌

う技能を身に付けている。（技：歌） 

①音色、強弱などを聴き取り、それらの働きが生み出

すよさや面白さ、美しさを感じ取りながら、聴き取

ったことと感じ取ったこととの関わりについて考

え、曲や演奏のよさを見いだし、曲全体を味わって

聴いている。（鑑） 

②音色、反復、変化を聴き取り、それらの働きが生み

出すよさや面白さ、美しさを感じ取りながら、聴き

取ったことと感じ取ったこととの関わりについて

考え、曲の特徴にふさわしい音色や強弱などの表現

を工夫し、どのように歌うかについて思いや意図を

もっている。（歌） 

①曲や演奏のよさを見いだし、

曲全体を味わって聴く活動に

興味･関心をもち、音楽活動を

楽しみながら主体的・協働的

に鑑賞の学習活動に取り組も

うとしている。（鑑） 

②歌詞の内容や曲の特徴にふさ

わしい表現を工夫する学習に

興味･関心をもち、音楽活動

を楽しみながら主体的・協働

的に歌唱の学習活動に取り組

もうとしている。（歌） 

 

  

◎音楽で思いを伝えよう 

         （８） 

〇旅立ちの日に 

●情熱大陸 

 

 

〇君が代(共) 

(1)曲想と旋律や音の重なりなどの音楽の構造や歌詞の内容との関わり

について理解するとともに、思いや意図に合った表現をするために

必要な、歌唱や器楽の技能を身に付ける。  

(2)音色、旋律、強弱、音の重なり、フレーズなどを聴き取り、それら

の働きが生み出すよさや面白さ、美しさを感じ取りながら、聴き取

ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、曲の特徴にふ

さわしい表現を工夫し、どのように表現するかについて思いや意図

をもつ。  

(3)曲の特徴にふさわしい表現を工夫し、音楽で思いを伝える活動に興

味・関心をもち、音楽活動を楽しみながら主体的・協働的に歌唱や

器楽の学習活動に取り組み、聴き手を意識して音楽表現に取り組む

態度を養う。 

ア 

イ 

ウ(ｲ) 

 (ｳ) 

ア 

イ(ｱ) 

ウ(ｱ) 

(ｲ) 

 (ｳ) 

  ア★音色、旋律 

  強弱、音の重なり 

  フレーズ 

 ☆呼びかけとこたえ 

①曲想と旋律や音の重なりなどの音楽の構造や歌詞の内容

との関わりについて理解している。（知：歌） 

②思いや意図に合った表現をするために必要な、呼吸及び発

音の仕方に気を付けて、自然で無理のない、響きのある歌

い方で歌う技能や、各声部の歌声や全体の響き、伴奏を聴

いて、声を合わせて歌う技能を身に付けて歌っている。  

（技：歌） 

③曲想と旋律や音の重なりなどの音楽の構造との関わりに

ついて理解するとともに、思いや意図に合った表現をする

ために必要な、範奏を聴いたり、イ短調及びハ長調の楽譜

を見たりして演奏する技能を身に付けて演奏している。 

（知・技：器） 

④思いや意図に合った表現をするために必要な、音色や響き

に気を付けて、リコーダーを演奏する技能や、各声部のリ

コーダーの音や全体の響き、伴奏を聴いて、音を合わせて

演奏する技能を身に付けて演奏している。（技：器） 

①音色、旋律、音の重なり、フレーズを聴き取り、それらの

働きが生み出すよさや面白さ、美しさを感じ取りながら、

聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考

え、曲の特徴にふさわしい表現を工夫し、どのように歌う

かについて思いや意図をもっている。（歌）  

② 音色、旋律、音の重なり、フレーズを聴き取り、それらの

働きが生み出すよさや面白さ、美しさを感じ取りながら、

聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考

え、曲の特徴にふさわしい表現を工夫し、どのように演奏

するかについて思いや意図をもっている。（器）  

③ 旋律、強弱、音の重なり、呼びかけとこたえを聴き取りそ

れらの働きが生み出すよさや面白さ、美しさを感じ取りな

がら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについ

て考え、曲の特徴にふさわしい表現を工夫し、どのように

歌うかについて思いや意図をもっている。（歌） 

① 曲の特徴にふさわしい表現

を工夫し、音楽で思いを伝え

る活動に興味・関心をもち、音

楽活動を楽しみながら主体的

・協働的に歌唱や器楽の学習

活動に取り組もうとしてい

る。（歌・器） 

 

・ア・イ・ウそれぞれの曲想を捉え、曲想の変化を感じ取り

ながらそれらの違いを生かして歌唱表現を工夫し、『思い

出のメロディー』を二部合唱をする。 

・『思い出のメロディー』の学習を踏まえ、ア・イそれぞれ

の曲想を捉え、その変化を味わいながら『ハンガリー舞曲

第5番』を聴く。 

・『花』の鑑賞の学習を通して、歌詞と旋律が一体となって生

み出す曲想を味わって聴く。これを基に『箱根八里』『荒城

の月』を聴き、日本の歌のよさや美しさを味わう。 

・鑑賞の学習を踏まえ、歌詞の内容や曲想を生かして歌唱表現

を工夫し、『ふるさと』『われは海の子』を歌う。 

・日本に古くから伝わる、雅楽『越天楽』を鑑賞し、そのよさ

や面白さを感じ取りながら歌唱表現を工夫して、『越天楽今

様』を歌う。 

・様々な国の合奏の音楽を鑑賞し、それぞれの国の音楽の特徴

やよさに気付いて、親しんで聴く。 

・歌詞の内容や曲の特徴、演奏者の工夫に気付きながら『この

道』の二つの演奏を聴き比べて、歌曲のよさや面白さを味わ

う。 

・『この道』の学習を踏まえ、歌詞の内容や旋律の特徴、曲想

を生かして歌唱表現を工夫し、『このみち』の二部合唱をす

る。 

・これまでの歌唱の学習の成果を生かし、歌詞の内容や旋律

の音の動きに着目しながら歌唱表現を工夫して、二部合唱

をする。 

・これまでの器楽合奏の学習の成果を生かし、旋律の音の動

きや重なり方の違いに着目しながら器楽表現を工夫して、

合奏をする。 

・これまでの学習の成果を生かして、自分の思いや願いを込

めて曲の特徴にふさわしい歌唱表現を工夫して二部合唱を

する。 


